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慶進杯 小学生英語スピーチコンテスト 

参加規約 

慶進中学校・高等学校 

 

1. 参加資格 

   宇部市、および近郊市町に在住の小学４・５・６年生。 英語学習経験の

有無は問わない。  

ただし、参加申し込みの際に、小学校以外での英語学習経験の有無と海外

在住経験の有無を申し出ることとする。 

 

2. 参加申込 

   本校ホームページより、エントリーを行う。 

もしくは、各小学校等で配付された申し込み用紙により、FAX、郵便等で

本校に提出するものとする。電話での申し込みも可能とする。 

 

3. 事前スピーチ指導への参加 

   コンテスト申込者は、事前のスピーチ指導（以下「クリニック」と呼ぶ）

に参加することができる。 

   指定の３回のクリニック日時に都合が悪い場合の、振り替えレッスンは行

わない。クリニックへの出席は参加者の任意によるものとするが、事前に出

欠の届けを行うものとする。 

コンテストのみの参加も可能とする。クリニックのみの参加は認めない。 

 

4. 参加料 

   コンテスト、クリニック、いずれも参加料は、無料とする。来校に伴う交

通費は、参加者の負担とする。 
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5. スピーチ原稿 

   コンテストで発表するスピーチ演題は、主催者の指定する複数の課題原稿

の中から１つ選び、参加者は、申し込みの際に、選んだ演題を届け出る。 

もしくは、参加者が自身で選んだ原稿、または自身で作成した原稿を用い

ることもできる。 

 

6. 主催者指定以外の原稿について 

   参加者が自身で選んだ原稿、または自身で作成した原稿については以下の

制限基準を満たすものとし、原稿と出典を事前に本校に提出するものとする。   

また、事前に提出された原稿の内容について変更・改訂を求める場合があ

り、その際は速やかに対処することとする。 

 

  原  稿： 題材や表現が一般的に、公の場で小学生が発表するにふさわし

いとされるものであること。 

語  数： 概ね 300語～350語とし、400語を超えないものとする。 

  発表時間： 2分 30秒以上かつ 4分を超えないものとする。 

 

7. 発表形態 

   (1) 参加者は、審査員、他の参加者、来場者の前で、原則として原稿を見

ずに暗唱を披露する。  

(2) 演台、マイクを使用する。  

(3) 進行順などのプログラムは主催者が用意し、大会当日まで参加者は発

表順を知ることはできない。また、参加者は発表順に関して、要望を出すこ

とはできないものとする。 

 

8. 入賞者選抜について 

   審査は主催者により選出された複数の審査員によって行う。審査は、発音、

抑揚、声量、速度、正確さ、表現、印象等を基準に、暗唱表現技能について

行うものとする。 持ち込み原稿の内容については、審査の基準に含まない。

入賞者以外の成績については公表しないものとする。 
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9. 賞について 

   上記の審査基準に照らし、全参加者の中から上位３位までを入賞とする。

その他特別賞を設ける場合もあり得る。 上位３位については副賞を授与す

る。副賞について、受賞者が変更・交換を求めることはできない。 

 

 

 

10. 個人情報の取り扱いについて 

   参加者は、コンテスト当日配付予定のプログラムに、氏名、在籍小学校・ 

塾名・スクール名、学年の掲載を許可し、入賞者は新聞社等の取材を受ける可能

性があることを了承するものとする。 

   また、主催者は、コンテストの際得た個人情報を適正に管理し、外部機関

等への漏洩は一切行わないものとする。 

 

 

平成 29年 6月制定 


